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◆センター試験現役志願率40％超える見込み

　【表１】は10月14日に大学入試センターから公表された受付

最終日時の大学入試センター試験（以下「センター試験」）の

志願状況である。出願者総数を前年の同時点と比較すると、

5,913人（1.1％）増加して524,478人となっている。内訳をみる

と、18歳人口が減少しているにもかかわらず、高校等卒業見込

者（現役生）が昨年より8,508人（2.0％）の増加となった。こ

れは現役生のセンター試験出願率の上昇によるものであり、最

終的に現役生出願率は40％台を超えると見込まれる。一方、高

卒生は2,595人（2.6％）減となっている。

　なお、前年度の最終志願者数は、この時点から２万５千人ほ

ど増加したが、今年は現役生の願書が例年より早く大学入試セ

ンターに届いていると伝えられており、11月末に公表される確

定志願者数が前年を大きく超えることはないと思われる。

◆国立大の人気堅調

　ここからは第３回全統マーク模試の志望データをもとに、国

公立大の志望動向をみていくことにしよう。

　本模試における国公立大全体（前期日程）の志望者は前年比

98.4％と前年並みの状態といえる。また、公立大の前年比

96.2％に比べ、国立大は同99.0％と３ポイントほど高く、国立

大の安定した人気がうかがえる【表２】。

　【表３】 は国公立大の志望者を難関大、都市圏大、その他の大

学に分類し、それぞれの志望者数の前年比を比較したものであ

る。前期日程をみると、難関大の志望者数は前年比100.8％、

都市圏大・その他はともに前年比97％台となり、難関大に人気

が集まっている。

　一方、後期日程に目を移すと､難関大が前年比92.4％、都市

圏大が同94.7％、その他が同95.1％と前期日程とは序列が逆転

している。昨年に引き続き、2009年度入試も東北大、一橋大、

九州大の一部で後期日程が廃止・縮小されるため、こうした難

関大志望者がその周辺の都市圏大に流れ、さらに都市圏大志望

者がその他の大学に流れる「玉突き現象」が起きているようだ。

特集
2009年度入試 直前動向分析
　大学入試センター試験まで残り1ヶ月半となり、今年も本格的な入試シーズンを迎えた。
　来春入試では、国公立大の後期日程廃止・縮小の動きに加え、医学科の入学定員が過去最大規模まで増加、関西学院大と
聖和大の統合や、青山学院大、同志社大、関西大などの難関大で人文・教育系学部の新設といった動きがみられる。
　ここでは、11月に実施した第３回全統マーク模試の志望データをもとに2009年度入試の動向を探ってみる。
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高卒者数
受付最終日志願者数

全体 現役 （志願率） 高卒等
2008年度 1,089,261 518,565 418,423 38.4% 100,142 
2009年度 1,067,104 524,478 426,931 40.0% 97,547 

【表１】高卒者数とセンター試験志願者数推移

※高卒者数は学校基本調査（速報版）より、2009年度の高卒者数は河合塾推計
※志願者数は受付最終日17時現在の数値

前期 後期
昨年 今年 前年比 昨年 今年 前年比

難関大 51,779 52,186 100.8% 17,297 15,974 92.4%
都市圏大 46,931 45,865 97.7% 23,777 22,505 94.7%
その他 72,752 70,743 97.2% 42,709 40,636 95.1%

【表３】国公立大志望動向：大学グループ別(第３回全統マーク模試より）

難関大は、旧帝大＋東医歯大＋東工大＋一橋大＋神戸大＋広島大
都市圏大は、首都圏（埼・千・東・神）＋愛知＋近畿圏（京・阪・兵）の大学（難関大を除く）

昨年 今年 前年比
国立大 137,423 136,065 99.0%
公立大 34,039 32,729 96.2%
国公立全体 171,462 168,794 98.4%

【表２】国公立大（前期）志望動向：国立・公立別（第３回全統マーク模試より）



◆ノーベル賞受賞効果で名古屋大人気加速

　【グラフ４】は旧帝大をはじめとする難関大について日程別

に志望者の前年比を表したものである。

　前述の通り、難関大の前期日程志望者数は前年比100.8％と

国公立大全体の平均を上回る値となった。本誌10月号でお伝

えした第２回全統マーク模試時の志望動向と比べて、全体に

志望者を増やしている大学が多い。前年比106.7％と最も増加

率が高くなった名古屋大は、ノーベル賞受賞者を輩出した理学

部で前年比117.2％と大幅に志望者が増えているのをはじめ、

法学部・情報文化学部を除いて軒並み志望者が増加しており、

人気が上昇している。他の大学は、前年比99 ～ 102％台と、

前年並みのところが多い。後期日程の募集人員を前期日程へ

シフトし、100人の募集人員増となる一橋大の前期日程は、前

年比102.7％と増加している。京都大では、理系入試導入で新

たな志望者層を開拓した経済学部が479人→519人（前年比

108.4％）となっている。一方、東京医科歯科大は、後述する系

統の不人気もあり、前年比81.5％と大幅な減少となった。　

　後期日程では、東北大（文）、一橋大（商）、九州大（教育）

が後期募集を取りやめたため、大学全体の志望者が減ってい

るが、引き続き後期日程を実施する学部には志望者が集中する

ため、注意が必要である。とくに一橋大の経済学部は、セン

ター試験が６教科７科目→５教科６科目、２次試験が「英※L

＆D・数・小」→「英・数」と教科数減少で受験しやすくなる

こともあり､前年比186.2％と志望者が集中しており､厳しい入

試になることが予想される。

◆世界的金融不安も志望動向に変化なし

　続いて学部系統別の志望動向を見ていこう【グラフ５・表６】。

　ここ数年､景気回復からくる就職状況の好転により、それま

での資格志向が薄れ、経済系、理・工学系の人気が復活してい

た。今回の模試では、夏以降の世界的金融不安から受験生の志

望動向にどのような影響が表れるのか注目されたが、第２回全

統マーク模試時から傾向の変化はみられなかった。進路選択を

固めていた受験生が急に志望系統を変更することはなかった

が、現高１・２生世代には何がしかの影響を与えるものと思わ

れる。

　文系では、｢経済・経営・商｣学系が前年比100.0％と昨年に

引き続き、人気を維持している。「教育」系は「教員養成課程」

が前年比93.9％、｢総合科学課程｣が同95.7％と国公立大全体を

下回っており､前年に引き続き、減少傾向が続いている。ただ

し、個々の大学をみると、来春改組・改編の行われる宇都宮大、

岐阜大では志望者が増加している。

　理系では、「理」・「農・林・水産」学系が前年比100％を上回っ

た。「理」学系は特に「物理」と名古屋大・京都大などの難関

大が含まれる「理学系一括募集」で志望者を集めている。食の

安全性や環境問題で注目されることの多かった「農・林・水産」

学系は「獣医」｢酪農・畜産｣を除く分野で前年並みまたは前年

【グラフ4】国立難関大の志望動向（第３回全統マーク模試より）
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【グラフ５】国公立大（前期）　学部・系統別志望動向（第３回全統マーク模試より）
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学部系統 詳細系統
前期日程

昨年 今年 前年比

理

理学系一括 2,250 2,500 111.1%
数学・数理情報 1,316 1,264 96.0%
物理 1,020 1,156 113.3%
化学 1,535 1,514 98.6%
生物 1,341 1,352 100.8%
地学・他 872 833 95.5%

農・林・水産

農学系一括 1,582 1,611 101.8%
生物生産・応用生命 4,791 5,232 109.2%
環境科学・経済システム 1,664 1,702 102.3%
獣医 1,592 1,441 90.5%
酪農・畜産 346 311 89.9%
水産 669 663 99.1%

医・歯・薬・保健

医 10,622 10,535 99.2%
歯 881 684 77.6%
薬 3,171 2,903 91.5%
看護 7,896 7,789 98.6%
医療技術 5,391 5,022 93.2%
保健・福祉 231 243 105.2%

【表６】詳細系統別志望動向の抜粋（第３回全統マーク模試より）
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私立大学編
◆私立大志望者は前年並み

　第３回全統マーク模試での私立大全体の志望者数は前年比

98.0％と前年並みの数字となった。方式別の志望者は一般方式

が前年比97.6％、センター利用方式が同99.2％。ここ数年と比

べてセンター利用方式の伸びが鈍くなっているが、2009年度よ

り新たにセンター利用する青山学院大（総合文化政策、社会情

報）、明治大（国際日本）、早稲田大（社会科学）、同志社大（生

命医科学、スポーツ健康科学、理工－数理システム）、立命館

大（薬）などの難関大では堅調に志望者を集めている。

◆主要大で相次ぐ学部の新設・改組
　首都圏の大規模校では受験機会が拡大

　一般方式の志望者数を大学の入試難易度別にみると、ほとん

どの偏差値帯で前年比97.0 ～ 99.0％となっており、昨年から極

端な動きはみられない【表７】。そのなかで60.0 ～ 64.9、65.0 ～

69.9の偏差値帯で前年比95.1％、94.2％と志望者を減らしてい

るが、これは上智大、法政大、明治大、立命館大、関西大での志

望者減少による影響が大きい。また、BF（ボーダー・フリー）

ゾーンでは前年比89.4％と減少幅が大きい。

　【表８】は主要大の志望動向をまとめたものである。首都圏

では青山学院大、学習院大、成蹊大、成城大、東洋大、中部圏で

は愛知大、名城大、近畿圏では関西学院大が志望者を増加させ

ている。これらの大学には新規入試方式の導入や地方試験会場

の拡大などの入試改革を実施している大学が多い。

　また、2009年度入試の特徴のひとつとして主要大における学

部新設が挙げられる。青山学院大では来春、教育人間科学部と

経営学部のマーケティング学科を新設する。教育人間科学部は

文学部の教育学科と心理学科を独立させて１学部にするもの。

これに伴い、文学部第二部の教育学科は募集停止となる。教育

人間科学部では心理学科でＢ方式を新規導入する影響もあり、

学部全体で前年比115.6％と多くの志望者を集めている。また、

マーケティング学科は学科全体で1,239人の志望者を集めてお

り、人気となっている。

　近畿圏では同志社大が文学部心理学科を学部昇格し、心理学

部を新設する。学部全体の志望者は前年比140.3％となってい

を超えている。この学系では、難関大に限らず、大半の大学で

志望者増となっている。

　対照的に志望者減少が目立つのが「医・歯・薬・保健」学系

である。近年人気の低迷している「歯」は前年比77.6％と大幅

な減少となっている。一方、「医」は深刻化する医師不足対策

として、医学科入学定員が拡大されることが徐々に受験生の間

に浸透し、模試の回を重ねるごとに志望者が増加している。前

回模試で前年比95.2％であった志望者は、本模試では同99.2％

と前年並みに人気が回復している。なお､医学科増員分の募集

方法の詳細は本誌発行以降に公表される大学が多く、本誌１・

２月号で各選抜方法別の募集人員の最終確定人数をお伝えする。

　最後に新設・改組を予定している大学の状況をおさえておく。

　来春は、千葉県立保健医療大、新潟県立大が新たに新設され

る。とくに新潟県立大は他の国公立大学とは別日程での実施と

なることに加え、センター試験で課される教科数が日程により

１～５教科と少なく受験しやすいため、志望者が集まることは

確実だろう。

　愛知県立看護大との統合により新設される愛知県立大の看護

学部は、本模試での前期志望者を236人→333人（前年比

141.1％）と大幅に増やした。

　

　以上、国公立大入試の動向について、ポイントとなる点を中

心にみてきた。国公立大の志望動向はセンター試験の平均点次

第で例年大きく変わるので、センター試験後の動きについても十

分注意したい。

ボーダー
偏差値帯

志望者数（人）
前年比

昨年 今年
70.0 ～ 26,209 25,680 98.0%
65.0 ～ 69.9 64,280 60,578 94.2%
60.0 ～ 64.9 135,849 129,142 95.1%
55.0 ～ 59.9 157,313 156,132 99.2%
50.0 ～ 54.9 170,048 167,180 98.3%
45.0 ～ 49.9 125,126 122,991 98.3%
40.0 ～ 44.9 70,578 71,291 101.0%
35.0 ～ 39.9 62,194 60,386 97.1%

BF（ボーダー・フリー） 16,226 14,509 89.4%
ボーダーなし 1,256 1,201 95.6%
全私立大 829,079 809,090 97.6%

【表７】私立大　難易度別の志望動向（第３回全統マーク模試より）

※ボーダー偏差値帯は前年実態ベース（ないものは予想難易度を使用）
※数値は一般方式のみ集計



るが、入学定員も大幅に増加するため、予想ランク・ボー

ダーに変更はない。外国語学部を新設する関西大では、募集

人員140人に対しすでに2,200人以上の志望者が集まっている。

関西学院大では、聖和大との合併による教育学部の新設に加

え、総合政策学部に都市政策学科、国際政策学科の新設、理

工学部の改組など多くの変更がみられる。大学全体の志望者

は前年比105.5％となっている。このほか、早稲田大（社会科

学）は昼夜開講制を廃止し、昼間部へ移行する。学内での併

願状況をみてみると、商、政治経済学部との併願者が大幅に

増加している。とくに商学部とは入試科目が同一のため、実

際の入試でも両学部を併願する受験生が多くなると予想される。

　さらに、首都圏では学部統一入試の拡大も注目される。学

部統一入試とは学部個別の日程とは別に、大学統一の入試日

を設定するもので、１回の受験で複数の学部・学科の受験が

可能、入試科目が統一されている、など受験生にとってメ

リットは大きい。首都圏の主要大で急速に導入が進んでおり、

来春入試から新たに学部統一入試を導入する玉川大、東海大、

中央大では堅調に志望者を集めている。今春入試で学部統一入

試を導入した武蔵大が多くの志願者を集めたことから、これら

新規実施大でも多くの受験生を集めることが予想される。

◆「経済」は安定した人気、「理」「農」も志望者増
　資格系統の不人気目立つ

　次に学部・系統別の動向をみてみよう【グラフ９】。

　文系では国公立大と同様、「経済・経営・商」学系の人気が

安定している。ただし、世界的に金融不安が広がっており、受

験生の今後の動向に注目される。また、「法・政治」学系は前

年比93.2％と志望者を大きく減らしており、人気回復の兆しが

みえない。

　理系では、「理」「農」学系の人気が上昇している。とくに「物

理」「生物」や「生物生産・応用生命」分野に多くの志望者が

集まっている。

　「医・歯・薬・保健」学系は前年比93.0％と全系統で最も低

い数字となった。詳細系統別にみてみると、「歯」（77.1％）、「医

療技術」（87.9％）、「薬」（88.2％）での志望者減少が目立つ。

入学定員増が計画されている「医」は97.3％と微減。対照的に

来春も大学・学部の新設が相次ぐ「看護」は前年比103.8％と

人気を保っている。

　また、こども教育宝仙大（こども教育）、びわこ学院大（教育

福祉）の大学新設をはじめ、2009年度も多くの学部・学科が新

設される児童・教育系は人気がやや低調である。志望者は分散

し、全体的には易化するものと思われるが、青山学院大（教育

人間科学）、関西学院大（教育）では志望者を多く集めており、

今後の動向に注意が必要だ。

　大学志願者数の減少により、入試全体が易化に向かうことは

間違いないだろう。しかし、人気の大学や学部系統では依然と

して厳しい入試が予想される。
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大　学
大学全体　志望者 一般方式　志望者 センター方式　志望者
昨年 今年 前年比 昨年 今年 前年比 昨年 今年 前年比

北星学園 3,423 3,170 92.6% 1,957 1,763 90.1% 1,466 1,407 96.0%

北海学園 5,525 5,085 92.0% 3,411 3,067 89.9% 2,114 2,018 95.5%

東北学院 6,249 5,034 80.6% 4,335 3,082 71.1% 1,914 1,952 102.0%

青山学院 25,641 29,700 115.8% 19,475 22,802 117.1% 6,166 6,898 111.9%

学 習 院 8,757 9,718 111.0% 8,757 9,718 111.0%

慶應義塾 27,248 26,222 96.2% 22,030 21,781 98.9% 5,218 4,441 85.1%

駒　　澤 11,654 11,960 102.6% 8,352 8,607 103.1% 3,302 3,353 101.5%

上　　智 14,855 14,071 94.7% 14,855 14,071 94.7%

成　　蹊 10,732 11,710 109.1% 8,047 8,899 110.6% 2,685 2,811 104.7%

成　　城 7,297 8,040 110.2% 5,469 6,199 113.3% 1,828 1,841 100.7%

専　　修 11,957 12,414 103.8% 8,535 8,913 104.4% 3,422 3,501 102.3%

中　　央 31,103 31,294 100.6% 19,505 20,296 104.1% 11,598 10,998 94.8%

東京理科 23,000 21,731 94.5% 9,976 10,108 101.3% 13,024 11,623 89.2%

東　　洋 20,380 22,378 109.8% 15,077 16,405 108.8% 5,303 5,973 112.6%

日　　本 37,652 37,996 100.9% 27,504 27,207 98.9% 10,148 10,789 106.3%

法　　政 40,222 37,237 92.6% 30,316 29,045 95.8% 9,906 8,192 82.7%

明　　治 52,234 49,646 95.0% 38,840 36,590 94.2% 13,394 13,056 97.5%

立　　教 32,367 32,993 101.9% 22,141 22,550 101.8% 10,226 10,443 102.1%

早 稲 田 57,504 54,814 95.3% 44,564 42,336 95.0% 12,940 12,478 96.4%

愛　　知 9,886 10,641 107.6% 7,568 8,149 107.7% 2,318 2,492 107.5%

中　　京 16,369 16,486 100.7% 13,008 12,658 97.3% 3,361 3,828 113.9%

南　　山 19,158 19,309 100.8% 13,752 13,605 98.9% 5,406 5,704 105.5%

名　　城 20,692 21,421 103.5% 15,770 15,903 100.8% 4,922 5,518 112.1%

京都産業 8,584 8,613 100.3% 7,030 6,939 98.7% 1,554 1,674 107.7%

同 志 社 30,016 29,659 98.8% 20,413 19,332 94.7% 9,603 10,327 107.5%

立 命 館 41,555 38,530 92.7% 23,295 20,252 86.9% 18,260 18,278 100.1%

龍　　谷 13,811 13,510 97.8% 10,920 10,671 97.7% 2,891 2,839 98.2%

関　　西 33,949 30,923 91.1% 24,260 22,848 94.2% 9,689 8,075 83.3%

近　　畿 21,214 20,598 97.1% 16,003 15,308 95.7% 5,211 5,290 101.5%

関西学院 21,452 22,632 105.5% 15,234 16,038 105.3% 6,218 6,594 106.0%

甲　　南 7,469 6,973 93.4% 5,832 5,407 92.7% 1,637 1,566 95.7%

広島修道 3,175 3,150 99.2% 2,254 2,269 100.7% 921 881 95.7%

西南学院 5,165 4,853 94.0% 3,645 2,989 82.0% 1,520 1,864 122.6%

福　　岡 11,633 10,962 94.2% 8,476 7,451 87.9% 3,157 3,511 111.2%

【表８】全国主要私立大　志望動向（第３回全統マーク模試より）

【グラフ９】私立大　学部・系統別志望動向（第３回全統マーク模試より）
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